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　　最初、技能実習生として介護士の道を選んだ理由
は、介護に対する熱意のみでした。現在コロナと戦う最
前線で、毎日コロナ感染者の認知症患者様に触れなが
ら、不安がいっぱいでも、その熱意は消さずに心の底に
残っています。同僚はお年寄りの存在に感謝し、コロナ
感染に怖がることなく、日々々生命の尊厳で仕事する姿
に感動したからです。
　　私が働いている老人ホームでは、コロナ感染者の認
知症患者様が多いです。彼らは体も動けなくて、自分の
考えを言葉で明確に伝えられません。より大変なのはコ
ロナ感染したこと自体も分かりません。先輩は「コロナ
に感染した認知症のお年寄りに心地良く過ごしていただ
くためにも、仕事が忙しい時も注意事項を守らなければ
なりません」と言いました。コロナ感染者の利用者様を
介護する初日、恐怖心を克服しようと何度も決心をしま
したが、手を止めずに震えました。ですが、同僚達は利
用者様の側にしゃがみ込みながらも、優しい言葉で一人
一人のお年寄りに愛情を注ぐ姿を見ました。「同僚達み
たいにコロナを乗り越えよう」と思う、震えた手を止め
て徐々にお年寄りの側で仕事ができるようになりまし

た。仕事が終わってから、先輩に　「コロナが怖くない
ですか？」と聞きました彼女は「お年寄りは認知症でコ
ロナに感染したことが分かりません。生きているだけで
十分素敵だと。怖くてもできるだけ自分の力を尽くした
い」と答えました。この話を聞いて私は頑張って恐怖心
を克服したと思っていたのに、利用者様の立場から考え
ると恥ずかしくまだまだ未熟だと思いました。
　　先輩の話から、利用者様の存在はすべて神様からの
配り物だと思い、私達介護士は生命の尊厳を抱きながら
仕事しなければならないです。私は今、介護士としての
熱意と知識でお年寄りを優しく丁寧に介護していると言
えるようになりました。もちろん、もう手が震える事は
ないです。それは、お年寄りの存在だけで私に勇気を与
えてくれました。私が担当しているエリアの利用者様
は、最初に言語能力や行動能力が同じ年の人よりも弱
かったですが、今は積極的に交流できるようになりまし
た。それに利用者様の家族は、「彭さんいつもありがと
う、おかげで母ちゃんの体調がだいぶ良くなった」と
言ってくれましたこれは介護士の私に対して最高の褒め
言葉で「この仕事を選んでよかった」と感激の涙が出ま
した。
　　いったい介護士が考える生命の尊厳は何ですか？
日々の細やかな介護の仕事から答えられるのでしょう。
お年寄りの人生最後の旅で自信の存在を社会の繋がりと
感じ、彼らに幸せを求める能力を与えられることは、一
番大切なところだと信じています。愛情と尊厳を込めた
介護士になれるよう努力して、常に感謝しています。利
用者様が楽しく健康で生きられるよう一生懸命に応援し
ていきたいです。

繋ぐいのちの尊厳

　認知症というと何を思い浮かべますか？私は介護技能
実習生としてモンゴルから来て 3年目に入りました。日
本に来る前は認知症について、何も知りませんでした。
映画やインターネットで認知症の方を見たくらいです。
今働いている施設には、たくさんの認知症のお年寄りが
います。毎日お世話をしてきて、認知症のことが自分自
身、少しわかってきました。
　私の好きなおばあさんにＫさんがいます。Ｋさんは高
齢になって認知症になりました。今のことはすぐ忘れま
す。しかし、昔のことを質問すると、はっきりと覚えて
います。Ｋさんは、こんなことを話してくれました。「私
は若いころ中国にいました。中国では漬物を漬けて生活
してました。戦争が終わった後で、日本に帰ってきまし
た。」75年も前のことです。私は施設で暮らす80歳、90
歳の人たちは、本当に苦労したのだと感じました。Ｋさ
んは明るい人です。
入浴の時はいつも「いいあんばい」と感謝の言葉を伝え
てくれる、チャーミングなおばあさんです。私は、いつ
かＫさんのような明るくやさしいおばあさんになりたい

と思います。日本のおじいさん、おばあさんたちは、ど
んな時でも「ありがとうございます」「すみません」と
いう言葉を使います。どんな言葉よりも、心が伝わります。
　いつも楽しいお話をして下さるおばあさんがいます。
Ｎさんです。私は手が空くとＮさんとお話しします。Ｎ
さんに年齢を聞くと29歳といって笑います。自分の年齢
の数字を逆にして20代だと冗談を言う人です。入浴介助
していて、私が体を洗っていると「 3人の子どもを育て
たミルクタンクだ」と言うので、二人で大笑いします。
Ｎさんには、日本にはない「ビャンバー」という名前が
難しいので「ジャンバー」でいいですよと教えました。
Ｎさんの前で、私は「ジャンバー」です。
　認知症の方への対応には秘訣があります。もし、周り
に認知症の方がいれば「ゆっくり話して」下さい。何か
行動する前には、「声がけ」しましょう。認知症の方が
お話ししたい時には、「しっかり聞いて」下さい。認知
症といっても、全部忘れているわけではありません。 2
人の利用者さんに教わりました。「古いことはよく覚え
ている。」「自分の子どものことはどんな時も忘れない。」
　今、介護施設は大へんです。新型コロナウイルスの影
響で利用者さんは、家族との面会が一切できません。「家
族と会いたい会いたい」という方々ばかりです。いつで
も子どもを大切にしてきた高齢者たちですから、会いた
い気持ちはずっとずっと強くなるんだと思います。コロ
ナがいなくなれば、家族みんなが施設に来て、直接顔を
見て、手と手を握り合えます。心と心を寄せ合えます。
早くコロナが退治されて、おじいさん、おばあさんたち
が家族に会えることを心から祈っています。

心と心を結ぶ言葉




